
可給態窒素の簡易推定法

［要約］中粗粒灰色低地土において、ｐＨ の リン酸緩衝液抽出液をケルダー7.0 1/15M

ル分解により測定した窒素濃度を用いて可給態窒素含量を推定することにより、公定法

による測定よりも短い時間で可給態窒素含量の把握が可能となる。
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［背景・ねらい］

現在の農業情勢において、環境負荷低減に対する対策は必要不可欠となっており、施

肥量の削減についても余剰成分の流出を抑制する上で考慮すべき問題となっている。し

かし、施肥量の適正化を図るために必要となる可給態窒素含量の測定は公定法で４週間

と時間がかかるため、実施しにくいのが現状である。そこで、現場で有効な土壌診断技

術として活用するため、リン酸緩衝液による抽出液を用いて、本県の主要土壌統群別に

可給態窒素の簡易推定法を確立する。

［成果の内容・特徴］

１．リン酸緩衝液による土壌抽出液から吸光度法、ケルダール法、ペルオキソ法を使用

して可給態窒素含量を推定した場合、中粗粒灰色低地土では、総ての測定法におい

て、細粒灰色低地土よりも高い相関が得られた。また、ケルダール法が最も相関が

高かった（表 。1）

２．中粗粒灰色低地土では、ＣＥＣ値や遊離酸化鉄含量によりグループ化しても、相関

係数に大きな相違が認められなかった（表 。2）

３．中粗粒灰色低地土においては、ケルダール法による窒素含量と可給態窒素含量の相

関分析により得られた相関式により、可給態窒素含量を簡易、迅速に推定すること

が可能となった(図 )。1

［成果の活用面・留意点］

１．地力保全診断の手引きに掲載し、活用する。



［具体的データ］

表 土壌のリン酸緩衝液による抽出液の各種測定法による窒素含量と可給態窒素との1

相関係数

吸光度 ケルダール法 ペルオキソ法
細粒灰色低地土 ０．６０６ ０．５０２ ０．４３６

（ｎ数） （３０） （２９） （３０）
中粗粒灰色低地土 ０．６５７ ０．７７２ ０．６１９

(ｎ数） （２７） （２６） （２７）

注） ．生土 にリン酸緩衝液（ 、 ) を加え１時間振とうし、ろ液(ろ1 10g 1/15M pH7.0 50ml
紙 を測定に供した。No.6

２．吸光度は波長 で測定。420nm
３．ケルダール法は土壌抽出液 をケルダール分解後 に定容し、 を20ml 100ml 40ml

水蒸気蒸留し、留出液を滴定した。
４．ペルオキソ法は抽出液を に定容後、 を供試してアルカリ性ペルオキ100ml 50ml

ソ二硫酸カリウム－紫外吸光光度法で測定。

表 中粗粒灰色低地土のグループ化による相関係数の変化2
ＣＥＣ( ) 遊離酸化鉄（％）me/100g

全体 未満 以上 以上 未満 以上 以上12 12 20 0.5 0.5 1.0
未満 未満20 1.0

0.772 0.935 0.757 - - 0.780 0.791ケルダール法
（ｎ数） ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )26 6 19 1 1 16 9
注）１．ＣＥＣはセミミクロショウレンベルガー法で測定。

２．遊離酸化鉄は浅見・熊田法で測定。

図１ 中粗粒灰色低地土におけるケルダール法による窒素量と可給態窒素量の関係
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